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編集後記

前任者の異動により，今号から編集を担当することになりました。不慣れで至らないところがあるか
もしれませんが，よろしくお願いいたします。
今号には，本誌へのアンケートを同封させていただきました。読者の皆様のご要望やご感想をお聞き
し，皆様にとって，より読みやすく，分かりやすく，楽しい誌面となるよう，本誌を進化させていきた
いと考えていますので，ご協力のほど，よろしくお願いいたします。
アンケートはホームページからもお答えいただけます。http://jsnfri.fra.aff rc.go.jp/rt
携帯電話の方はこちらから→

（日本海区水産研究所業務推進課長）
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おわりに
これまでのヒラメ種苗放流は，そのほとんどが

育成していた水槽から取り揚げて直ちに放流して
いたが，今回行ったように 9日程度でも放流する
天然海域へ馴致してやることによって放流魚の潜
砂能力や捕食能力が高められることがわかった。
また，その後の市場調査から求めた回収率にも差
がみられることから，放流種苗の種苗性を高めて
やることが放流初期の生残率向上に重要であるこ
とも推察された。
今後，小浜湾へ放流場所を変更し，種苗性試験

ではヒラメを食害魚とした被食試験や小浜湾の天
然ヒラメ稚魚の胃内容物調査で多数観察されるハ
ゼ科魚類を用いた試験を加え，種苗性評価のため
の試験方法についても検討する。放流前に種苗性
を的確に評価することで，放流効果を高める育成
手法を開発する必要がある。
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図 4　再捕されたヒラメの全長の比較

300

250

200

150

100

50

0

全
長（
m
m
）

放流後の経過日数

0 20 40 60 80 100 120 140 160

馴致区 対照区


